










研究目的および対象 

われわれは当センター新生児室において,1983年 8月下旬から 9月下旬の 28 日間に,55 例

の発熱患者の多発を経験し,ウィルス学的検索により,エコーウィルス 11 型(以下 E-11 と

略)と証明できたので,昨年度の報告に引続き,発生状況,臨床所見,患者および勤務者のウ

イルス分離,血清抗体価検査成績ならびに 1984年の同時期に出生した新生児の主要エソテ

ロウイルスの抗体価保有状況を検索から,感染源および流行阻止対策ならびに予防法につ

いて考察して報告する。 


